
日本知能情報ファジィ学会・ソフトサイエンス研究部会 

第 1８回ソフトサイエンス･ワークショップのご案内  

近年、ファジィ理論およびソフトコンピューティングは、工学領域で用いられるだけでなく、開発された各種

の手法や理論が、理学、医学、人文社会科学等の領 域で広く利用されるようになっています。より幅広い、

そして新しい分野の方々の研究発表、参加を歓迎いたします。また、多くの方々のご参加をお待ちしてお 

ります。  

■分 野： 

計測、制御、調査、データ解析、モデリング、評価、決定、データベース、ヒューマンインタフェース、

ソフトコンピューティング、情報検索、決定支 援、心理、教育、社会、経済、歴史、文学、言語、経

営、管理、会計、医学、建築、デザイン、芸術、数学、哲学、理学、農業、地球科学、環境、ロボット、

そ の他 

■日 程：２００８年３月１５日（土）、１６日（日） 

■開催場所：横浜国立大学 教育文化ホール  （〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-2、

Tel:045-339-3448【ＵＲＬ; http://www.ynu.ac.jp/ 】） 

■主 催：日本知能情報ファジィ学会ソフトサイエンス研究部会 

■共 催：日本知能情報ファジィ学会評価問題研究部会、ＥＳＡ（教育システム解析）研究会 

■協 賛：バイオメディカル ファジィ システム学会、日本知能情報ファジィ学会関東支部 

■特別講演：「能のファジィな表現―動き出す言葉―」 

       三宅 晶子 氏（横浜国立大学 教育人間科学部 教授） 

■企画セッション 「基礎＋論理＋数学」 

企画セッション「基礎＋論理＋数学」へのお誘い 

 最近定番となった（なりつつある？）企画セッション「基礎＋論理＋数学」を，今回のソフトサイエンス・ワ

ークショップでも催すことになりました。 

 どうも現在のファジィ学会は昔ほどの勢いがありません。世の中の需要が少なくなったのも一因でしょう

が，もしかしたら，問題は「外」との関係にあるので はなく，われわれファジィ学の方にあるのかもしれませ

ん。ファジィ学を（ふたたび）隆盛にするためには，先端の技術と同時に，土台部分がしっかりしていな け

ればならないはずです。 

 ファジィ理論の基礎となる哲学的・技術的・その他の話題，ファジィ論理周辺のあらゆる話題，ファジィ数

学「の＋による＋のための」あらゆる話題…をお待ちします。 

 申し込みは以下を書いて，ワークショッププログラム委員会と私宛にお送りください。 

１ 題名，２ 希望分野名（基礎か論理か数学かを選択ください） 

３ 著者（発表者には○をつけてください） 

４ 所属， 

５ 連絡先（所属名，郵便番号＋住所，電話＋ファックス番号，e-mail など） 

 発表順は，一応 基礎→論理→数学 と並べますが，発表件数によって，一部入れ替えることもあります。 

 なお，中島の e-メールアドレスは：  です。 

 

http://www.ynu.ac.jp/


 

■研究発表申込み 

●申し込み締切(延長しました)：２００８年２月８日（金）申込先；下記 Email アドレスまでお願いしま

す。 

申込み時に必要な情報： 

1．申込者氏名（所属）、郵便番号付き所属先住所、メールアドレス、電話番号、ファックス番号、登

壇者氏名（所属・一般または学生を明記） 

2．発表タイトルと発表分野（研究の発表時間は１５分、質疑応答は５分です。） 

（注 1）企画セッションのご希望がある場合には企画セッション名と当該セッションのご担当者名を

お知らせください。 

（注 2）発表はプロジェクターによりお願い致します。発表者はノートパソコンをご用意ください。 

●申し込み１件につき、４０００円（参加費１名分を含む）とさせていただきます。 

●プログラム等はこのページに２月中旬頃掲載する予定です。 

●学生の登壇者は、ベスト・プレゼンテーション賞の審査対象者となります（表彰式は、２日目に行

います）。 

■発表原稿作成と提出 

◆原稿執筆要項は、例年と同じです。ただし、余白は上下左右２０ｍｍを必ず確保してください。な

お、今年度初めて発表される方等で様式のわからない方には ワードの様式をメールの添付ファイ

ルでお送りしますので、その旨明記の上、E メールにて下記問い合わせ先までお知らせください。 

◆原稿は２ページとし、A4 用紙片面に１ページずつ印刷して郵送にてお送りいただくか、E メール

で PDF ファイルの添付ファイルとして下記メールアドレスにお送りください。ただし、後者の場合、フ

ォントをすべて「埋め込み設定」にしてください。確認の方法は 

http://blog.ddc.co.jp/mt/dtp/archives/20050714/183645.html などのページを参照してください。

フォントの埋め込みになっていない場合は印刷結果に文字化けを生ずることがありますので、必ず

確認してください。万一こちらで印刷した際に文字化けした場合はご容赦ください。 

◆原稿の締切：２００８年２月２２日（金）（必着） 

郵送先：〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-2 

横浜国立大学 教育人間科学部 但馬文昭 宛 

原稿の電子メールでの送付先  

（期限までに原稿が到着しない場合は発表取り消しとなる場合がありますので注意してください。） 

■ワークショップ参加と懇親会参加申込み 

●申込期限：２００８年２月２６日（火） 申込先；下記 Email アドレスまでお願いします。 

●参 加 費：一般：４０００円、学生：２０００円 

●懇親会費：一般：５０００円、学生：３５００円 

日時：２００８年３月１５日（土）１８：００～２０：００ （予定） 

場所：横浜国立大学 大学会館 きゃら亭 

●お申し込み時に、「懇親会参加」、「懇親会不参加」をご連絡頂ければ幸いです。 

●当日の参加受付も歓迎致します。 

■宿泊・昼食について 

●宿泊施設については、各自でお手配願います。 

●昼食について、大学内の生協等は土・日曜日は営業しておりません。また、会場周辺で営業し

http://blog.ddc.co.jp/mt/dtp/archives/20050714/183645.html
http://blog.ddc.co.jp/mt/dtp/archives/20050714/183645.html


ているレストラン／食堂が１軒程度ですので、出来る限り横浜駅周辺でお弁当等を入手されてから

来学されますようお願い致します。 

●まだ宿泊予約されてない方は、桜木町駅周辺に宿泊されると、中華街、ランドマークタワー、赤

レンガなどの散策、にぎわい座の寄席（予約が必要かもしれま せん）などが楽しめます。また、桜

木町駅から赤い靴バス（100 円）に乗車しますと、港の見える丘公園まで前述の名所のほか、山下

公園周辺も遊覧できま す。 もう少し足を延ばすと、三溪園などもあります。 

■会場案内 

●横浜国立大学キャンパスまでは、http://www.ynu.ac.jp/access/acc_index.html をご覧下さい。 

●横浜国立大学キャンパス内の会場は、http://www.ynu.ac.jp/access/acc_19.html をご覧下さ

い。 

■問い合わせ先 

〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-2 

横浜国立大学 教育人間科学部 但馬文昭 

Tel: 045-339-3448、Fax：045-339-3345、Email:  

 

http://www.ynu.ac.jp/access/acc_index.html
http://www.ynu.ac.jp/access/acc_19.html

